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第 2章 有鱗目トカゲ類 2種を用いた発生学的基盤研究 
発生学研究は，複数の種間あるいは動物群間で発生過程の比較解析を行うために，胚発生
の進行度を標準化する発生段階定義を確立してきた。有鱗目のうちトカゲ類を対象としては，










tachydromoides およびトカゲ科ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus の産卵から孵化まで
の一連の産卵後発生段階 (DH ステージ) を定義した。ニホンカナヘビの一連の産卵後発生
過程の観察はカナヘビ科の産卵種としては 3 例目であり，一連の産卵後 DH ステージの観察






多くの産卵性トカゲ類の胚が DH ステージ 30 前後で産卵され，60 日間前後の孵卵期間を
経て DH ステージ 42 前後で孵化する一方，ニホンカナヘビ胚は初期咽頭胚期にあたる DH
ステージ 26–28 で産卵され，約 28 日間の孵卵期間を経て DH ステージ 42 で孵化に至った。
また，ヒガシニホントカゲ胚は後期咽頭胚期にあたる DH ステージ 32 で産卵され，約 24 日
間の孵卵期間を経て DH ステージ 42 で孵化に至った。これらのことから，本研究で観察し
たトカゲ類 2 種は共通して孵卵日数が短く，産卵後の胚発生が他のトカゲ類と比較して短期
間に進むことが明らかになった。両種の外部形態的特徴の発生順序の大部分は DH ステージ
の定義に用いられたコモチカナヘビ Zootoca vivipara と類似していたが，近縁な科間でも差
異がある場合が知られる色素形成開始のタイミングはそれぞれ異なっていた。ヒガシニホン
トカゲの母個体による卵の世話が胚発生に与える影響を調べた結果，胚の正常発生率および
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発生段階の進行度に孵卵条件間で有意な差は認められなかった。しかし，母個体から回収し
インキュベータ内で発生した胚の正常発生率が 86.7 % であったのに対し，母個体の世話の






























ず終端するという Lemire (1985) の報告が混在しているが，ニホンカナヘビの形態的特徴は
Lemire (1985) の報告したものと類似していた。この鼻涙管あるいはその派生構造が鋤鼻器



















第 4章 総論 
本研究は有鱗目の著しい多様性に注目し，以下の二つの研究内容によりその創出機構の理
解に貢献することを目的とした。まず，有鱗目トカゲ類の胚発生に関する基礎的知見を充実
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審 査 報 告 概 要 
 
有鱗目は陸上脊椎動物の中で最も多様化した分類群の一つであり，その多様化機構解明は
羊膜類の陸上環境への適応放散の仕組みを理解するために重要である。本研究はトカゲ類 2
種の産卵後の発生段階を定義したことで有鱗目の形態分化機構の解明を目指す比較発生学
分野に貢献する成果をあげている。加えて，有鱗目の嗅覚において重要な役割を担う鋤鼻器
官とその機能的関連構造についてニホンカナヘビを材料に組織学的観察を行ったところ，本
種が有鱗目の中でも特異な形態を有していることが明らかにした。さらにこの鋤鼻器官と関
連構造の進化史を明らかにするため，有鱗目の分子系統樹に基づいて祖先形質復元を行った。
その結果，鋤鼻器官とその関連構造の関係性が平行的に進化し多様化したことを明らかにし
た。これら研究成果は両生爬虫類学ならびに発生生物学の発展に寄与する業績と認め，審査
員一同は博士（バイオセラピー学）の学位を授与する価値があると判断した。 
